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これまでの品質の内容(＃ｍｓ）何故,われわれは品質会議

を開くのか

7二二二二Ｊ

蕊
（'2)’

･ＬＥＳの勧告の1つである。

・ESS〔ヨーロッパ統計システム]の使命
である｡そこでは，ＥＳＳはＥＵと実に世
界に対して,意思決定,研究と討議た
めの様々な領域やレベルにあるすべて
の人に入手可能な,高い品質の情報を
提供するもの！とされている。

・世界のリーダー,科学的原則,継続的
な改善,調和Ⅲおよび民主主義と前進
のための基礎といったキーワードをも
つESSの見地。

・Westat会社。

.データ品質の評価

（92）

､標本抽出と推定(65）
･無回答（“）
･調査票の開発とテス｜

（２２）

･秘匿性（17）
･負担（５）

･知織経済（５）
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問題No.1０品質の概念やや無視されたﾄピックス

･統計的プロセスコントロール(30年代と４０
年代）

・小さな誤差は有用性を示す
（KendaII,Jessen,Ｐａｌｍe｢,Deming，
Ｓｔｅｐｈａｎ１Ｈａｎｓｅｎ,Ｈｕｗｖｌ位,Ｔｅｐｐｉｎｇ，
Mahalanobis）

・1960年前後のＭＳＥの解体

・データ品質(KishZa『kovichl965）

・品質枠組み７０年代

。ＣASM運動８０年代

・品質と利用者

．統計的プロセスコントロール(30年代と
４０年代）

・国連基本原則

･費用

・トレードオフ

･標準化

・利用への適合性

・品質についての利用者の意識

.信頼

・監査と自己評価

・回答者

・品質管理(ＱＭ)の核心

品質の構成要素
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品質を定義する 品質保証と品質管理(QualityContml）

･品質保証(QA)は,その諸過程が優れ
た生産物を提供することができることを

保証する

。品質管理(Ｑｃ）は,生産物が実際に

優れていることを保証する

･利用への適合性あるいは目的への適
合性

･枠組みの構成要素

･具体的な要請に応えるようにⅢ仕事を，

時間通り,予算の範囲で遂行する

問題No.９品質測定と品質報告品質を管理する(Contro11ingQuality）

尺度

指標

管理用具主な利害

関係者

品質
･目的:利用者が,その具体的必要に見

合う形で示された,品質の尺度あるい
は指標にアクセスすることを保証するこ
と

･代表的な枠組み:適合性]正確性,適
時性と時間厳格性,アクセス可能性と

明瞭性1比較可能性,および整合性

枠組み．

次元

誤差推定，
ＭＳＥ

ペック物

雲|縛轌|識|獺
鵜際|蕊〃

組織
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問題(Concems）報告書の例

.異なる種類の経済統計に関するデータ

セットごとの品質評価(1ＭF）

･プロセス･データハンドブック

（LEG/Ｕｎ

･品質ガイドライン(StatsCanada
StaisFinland）

･質問と回答(QuestionsandAnswers）

（ＯＭＢ）

・国あるいは機関の枠組み

・品質プロファイル

・品質報告のガイドライン(StatsCan1
ONSMStatsSweden,ＦＣＳＭ）

1）

問題NoBDemingの１３点 １３点

･調査の有効性に影響する１３の要因

･計画過程において,有効性と使用可能

な資金の見地から,それらのすべてに

向けて努力を払う必要を指摘するため

・それらのうちのただ１つあるいは2つに

集中することの無益を指摘するため

・蓄積された経験を関連付ける偏りや変
異性の理論の必要性を指摘するため

1．回答における分散

2.キャンバスの異なる種類と程度の間

の相違

3.面接者から生じる偏りと分散

４.援助の偏り(BiasoftheAuspices）

５.調査票の設計と製表計画の不完全

2３

･利用者との協議は
なかった

･諸次元はどのように
測定されるか？

･情報の格差(gaps）
をどう取り扱うか？

･幾つかの品質指標

はあいまいである

･諸次元は矛盾関係

にある

･総調査誤差あ
るいは総合的品質{；

何が起こったのか？
SarndaIandPIqtek(2０

･われわれはグロー

バルな調整を必要

とするのか？



１３点〔続き〕

6.表が利用可能になる前に母集団に起
こる変化

７．無回答から生じる偏り

8.遅れた報告から生じる偏り

９.調査あるいは調査期間についての非

代表的でないデータの選出から生じ

る偏り

１０.代表的でない回答者の選択から生

じる偏り

しかし：問題No.７第一位をめざす競争

･７heEbonomjStのランキングから出発

･統計機関が提示するいくつかの見地に

は地位付けの要素がある

・競争には正当性がない

・枠組み,陪審員あるいは報償はない

狸統計機関は協力すべき同じ問題,課題，
ニーズを持っている

・統計機関は,それらの強みを利用し，
優れたセンターネットワークを発展さ
せ,知識を共有すべきである

-２４－



問題No.６品質管理

（QualityManagement）
世界的な調整

･ＴＱＭ’事業の再設計，均衡ある得点
カード(BaIancedscoreca｢｡),事業の優秀

モデル(businessexcellencemodels)，シッ

クスシグマ

･道具と中心的価値

。ＱＭ頭辞語への嫌悪

・管理原則は1国や会社にわたって画一
的に使用することは出来ない

・作戦ｖｓ研究文化

・文化は戦略を朝食にとる

・われわれには一連の非常に有効な道
具と作業原則が残されている

･Ｋｏｔｚ(2005)§統計界は世界中に散ら
ばっている幾百の統計局や機関の間

の調整の驚くほどの欠如を目撃してい
る…．

｡..全体的な計画なしには，役人や研究

者の幾つかの努力は大きく無駄にされ
る.…

･…うまく計画された国際的手段は緊急
のものである.…

・…基本的概念についての新しい世界

的定義を開発すべきである…

優良から偉大へＪｉｍCollins例

･過程の見方

一重要過程の変数,パラデータ,統制
図

･継続的改善の精神

．広い利用者に関与

･PDCＡサイクルの採用

･指導性の重要性

一組織的作業,激励,重要事項への集
中,根本的原因へ進むこと,ペンチ
マーキング,スタッフの能力を向上さ
せること,使用されたアプローチを評
価すること,優れた例の促進,力をつ
けること,意思疎通

･最近15年に非常に成功した事業では

何が特別なのか？

･レベル５の指導性

･誰が最初で,次は何か

.厳しい事実に直面するが,忠誠を決し
て失わない

・ハリネズミの概念(Thehedgehog

concept:)【訳者注:強みを更に磨く,と
いう考え】

･規律の文化

－２５－



問題Ｎｏ５能力
能力問題

･スタッフの能カ

ー合衆国連邦制度内の優秀なプログラ
ム(JPSMUSDA）

－カナダ統計局]lNSEE1ONS,ＡＢＳ

－優秀な大学プログラム

・利用者の能力

･既存のプログラムは方法論に重きをお
いている

－標本抽出と推定

一ソフトウエア

･具体化(Specialization）

･品質についての広い見地には余りたた
ない

．多くの国家統計機関はスキルアップの
必要を語る

。利用者に向かっての大胆な試みの何
らかの例はあるのか？

課題の例問題No.４比較研究

比較研究はますます

・重要：

．短期経済指標

・リテラシィ調査

･社会調査(EU-S1LQESS）

･教育調査

･投入物と生産物の調整に関する既存
のシステムは十分ではない

．すべての国と言語で使える調査票を開
発すること

－概念,質問,翻訳,解釈

.広い品質管理と監視

･様々な方法論的および財政的資源

・生産者と利用者

－２６－



総合的統制図問題No.３過程の見地

･伝統的な大規模な評価は費用がかか
り，結果が余りにも遅くでる

･小規模の評価は誤差の要因の推定値

をうるために行われるべきである(ゴー
ルド･スタンダード､潜在的クラス分析，

敏感な設計(｢esponsivedesigns)，多
レベルのモデル化）

・長期的改善はパラデータによってコン

トロールされる過程を通じて達成される

過
程
の
特
敏

限界

時冊

変異の理解(Ⅱ）変異(variation)の理解(|）

特殊原因による変異

･特殊原因は,過程に常には現れない
が,特殊な状況が理由で現れる要因で
ある

．この影響は大きいことがある

･特殊原因による変異は,常には現れな
い

・例:スキャンするのに不適切な色つき
用紙を使用すること

_般的原因による変異

･一般的原因は,過程における規則的な，

毎日の変異に寄与する過程への投入

物と条件である

．すべての過程が共通原因による変異

を持つ

･例:人々の手書きスキャナーの動
き･･･によって影響を受ける正しくス

キャンされたデータのパーセント

2７－



基準行動

・目的

一過程.変異および受用を統制するた
め

－比較可能性を改善するため

－最低レベルのパフォーマンスを規程
するため

．例

一分類

一ＣＢＭＳとチェックリスト

－標準作業手続き

－IＳＯ

･特別な原因による変異を除去する

。必要なら,共通原因による変異を減ら
す

．共通原因を特別な原因とみなさない

問題ＮＯ２利用者基準に伴う問題

●それらはあくまで実行されなければな

らない

．それらは維持され更新されなければな
らない

．シルクハットシステムにおいてはげそれ

は偏る言い訳を見つけるのが容易であ

る

｡基準,政策,ガイドライン,最善の実践
（bestpractice）

実施： 問題点：

･品質情報をどのよ
うに伝えるべきか？

｡異なる種類の利用
者をどう区別する力

･利用者と生産者は
品質情報とﾒﾀデータ
をどのように使うか

｡利用への適合性に
ついて

･利用者と生産者は
どう檀力するか？
（ABS）

･公開性の原則
(ＯＭＢ1978）

･利用筆;に通知する

宜任(70年代の多くの祖Ｂ
･配布手続き
･顧客の満足度・
イメージ鯛査

･協繊とサービスレ
ルでの折り合い

）

-２８－



問題No.１イメージがすべてである
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